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ほっと県議会かがわ

高校生フォトコンテスト議長賞作品
「喜び」
撮影者：観音寺第一高校
          喜田 真尋さん

可決等された知事提出議案

○令和2年度香川県一般会計補正予算議案(総額268億5,600万円余)
「感染拡大防止対策と医療提供体制の整備」、「雇用の維持・事業の継続」、「地域経済の回復・活性
化」など、本県として早急に対応が必要な新型コロナウイルス感染症対策、経済活動を支える重要な生活
基盤である道路の整備・河川改修事業費等の増額や税務システムの改修経費などに係る補正予算。

その他18議案

主な議案

9月定例県議会
代表質問
《自民党県政会：宮本議員、自民党議員会：斉藤議員、リベラル香川：木村議員》
一般質問《6会派、12名の議員が登壇》
議員提出議案等《意見書7件を可決》
常任委員会だより
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9月定例会
9月16日から10月9日

9月定例会　代表質問

代表質問
9月18日

自民党議員会

　
　
浜
田
知
事
統
計
デ
ー
タ
の
分

析
や
、企
業
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
卸
売
・
小
売
業
、
飲
食
業
、
観

光
宿
泊
業
な
ど
、
幅
広
い
業
種
で
、 自民党県政会

宮本 欣貞 議員

答 　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
経
済
・

雇
用
対
策
等
は
。

問

　
　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

に
対
す
る
考
え
は
。

問　
　
知
事
昨
年
の
11
月
定
例
会

で
﹁
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
に
関
す
る
請
願
﹂
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
の

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援
の
取

組
み
を
整
理
し
、
よ
り
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
17
年
に
制
定

し
た
﹁
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
﹂
と
は
別
に
、
犯
罪

被
害
に
特
化
し
た
、
犯
罪
被
害
者

等
へ
の
支
援
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
条
例
を
早
期
に
策
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
８
月
３

日
か
ら
９
月
２
日
ま
で
の
間
に

行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
結
果
を
早
期
に
取
り
ま
と
め

る
と
と
も
に
、
県
議
会
を
は
じ

め
、
各
市
町
や
関
係
団
体
な
ど
か

ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
本
年
11

月
定
例
会
に
お
い
て
、
条
例
案
を

示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

需
要
の
落
ち
込
み
に
よ
る
影
響

や
、
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
移
行

へ
の
取
組
み
の
必
要
性
が
増
し
て

い
る
な
ど
の
状
況
を
把
握
し
た
。

　
今
後
も
、
事
業
者
の
事
業
継
続

と
雇
用
維
持
、
県
民
の
生
活
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
落
ち
込

ん
だ
消
費
需
要
を
喚
起
し
、
県
内

経
済
の
回
復
に
取
り
組
む
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
関
係
人
口
の
創

出
・
拡
大
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
方
に
人
の
流
れ
を
取
り
戻
し
た

い
。11
月
７
日
に
は
、情
報
通
信
関
連

産
業
の
育
成
・
誘
致
の
拠
点
と
な
る

﹁
セ
ト
ウ
チ
・
ア
イ
・
ベ
ー
ス
﹂
を
開

所
し
、情
報
通
信
技
術
の
利
活
用
に

よ
る
競
争
力
強
化
や
地
域
課
題
解

決
な
ど
の
成
果
を
、若
者
に
魅
力
の

あ
る
働
く
場
の
創
出
や
本
県
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。関
係
人
口

の
創
出
・
拡
大
に
向
け
、
各
市
町
や

地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
と
の
勉
強

会
等
を
開
催
す
る
ほ
か
、県
外
事
業

者
が
テ
レ
ワ
ー
ク
の
た
め
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
県
内
に
開
設

す
る
際
の
経
費
等
の
助
成
に
係
る

補
正
予
算
案
も
提
案
し
て
い
る
。

　
本
県
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
あ

り
、税
収
を
中
心
と
し
た
一
般
財
源

総
額
の
見
通
し
が
極
め
て
不
透
明
で

あ
る
た
め
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

事
前
合
宿
受
入
れ
や
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
誘
致
な
ど
、今
年
度
事
業
の
う
ち
、

現
下
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
効
果

が
十
分
に
見
込
め
な
い
も
の
な
どセトウチ・アイ・ベース

は
、
延
期
・
中
止
す
る
な
ど
、
あ
り
方

を
見
直
し
、今
後
も
必
要
と
な
る
感

染
症
対
策
や
経
済
対
策
等
の
財
政
需

要
に
備
え
る
ほ
か
、来
年
度
予
算
編

成
の
た
め
の
財
源
確
保
を
図
る
。

　
　
知
事
令
和
6
年
度
以
降
の
譲
与

額
は
、県
が
2
千
3
百
万
円
余
、市
町
が

総
額
で
2
億
1
千
3
百
万
円
余
と
試
算

し
て
い
る
。市
町
ご
と
で
は
、最
多
の
高

松
市
が
約
7
千
5
百
万
円
、最
少
の
琴

平
町
が
約
１
５
０
万
円
で
、
10
市
町

が
1
千
万
円
未
満
と
見
込
ま
れ
る
。

　
県
は
、
市
町
か
ら
の
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、他
県
の
事
例
の
情
報

提
供
や
助
言
を
行
う
ほ
か
、県
と
複

数
市
町
で
打
合
せ
会
を
行
う
な
ど
、

情
報
共
有
に
努
め
て
お
り
、か
が
わ

森
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や
市
町

ご
と
に
異
な
る
森
林
整
備
へ
の
支
援

の
見
直
し
・
強
化
等
の
具
体
的
な
連

携
の
可
能
性
に
つ
い
て
県
主
体
で
意

見
交
換
を
行
う
ほ
か
、県
譲
与
分
を

活
用
し
た
市
町
の
事
業
実
施
体
制

の
支
援
な
ど
、来
年
度
以
降
の
具
体

的
な
取
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

答 　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の
令
和
6

年
度
以
降
の
譲
与
額
と
効
果
的
活

用
は
。

問　   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
県
内
企

業
の
現
況
と
事
業
継
続
の
支
援
は
。

　
　
知
事
中
小
企
業
等
の
経
営
状

況
は
大
変
厳
し
く
、経
営
相
談
件
数

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
資
金
繰
り
へ
の
支
援
は
、
３
年

問答
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那
須
警
察
本
部
長
豊
か
な

自
然
と
歴
史
文
化
に
恵
ま
れ
た

香
川
県
で
勤
務
で
き
る
機
会
を

得
た
こ
と
を
光
栄
に
思
う
と
と

も
に
、
警
察
職
員
の
先
頭
に
立

ち
、
全
身
全
霊
を
か
け
、
県
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
と
い

う
任
務
を
果
た
し
て
い
く
。

　
県
下
の
治
安
情
勢
は
、保
護
責
任

者
遺
棄
致
死
事
件
等
の
重
大
凶
悪

事
件
の
発
生
な
ど
、予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、特
殊
詐
欺

や
人
身
安
全
関
連
事
案
、サ
イ
バ
ー

　    

犯
罪
や
事
故
の
起
き
に
く
い

社
会
づ
く
り
へ
の
抱
負
と
決
意
は
。

答 問

　
　
知
事
６
月
に
、
各
市
町
等
と

連
携
し
て﹁
香
川
県
た
め
池
保
全
管

理
協
議
会
﹂
を
設
立
し
、
た
め
池
の

適
正
管
理
等
を
推
進
す
る
た
め
の

情
報
共
有
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
た
め
池
管
理
保
全
法
に
基
づ
き
、

﹁
特
定
農
業
用
た
め
池
﹂
の
指
定
要

件
を
満
た
す
民
間
所
有
の﹁
防
災
重

点
た
め
池
﹂
に
つ
い
て
、
８
月
末
に

１
８
１
箇
所
指
定
し
て
お
り
、年
度

内
に
残
り
の
指
定
手
続
き
を
終
え

た
い
。
技
術
的
な
面
か
ら
、
た
め
池

の
所
有
者
等
を
支
援
す
る
た
め
、県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
を
運

営
主
体
と
す
る﹁
香
川
た
め
池
保
全

管
理
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
﹂
を
、
10

月
１
日
に
開
設
す
る
。当
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、﹁
防
災
重
点
た
め
池
﹂

を
中
心
に
、
た
め
池
の
管
理
状
況

の
調
査
や
劣
化
状
況
の
診
断
、
適

正
な
管
理
の
指
導
・
助
言
等
を
行

い
、保
全
管
理
体
制
を
強
化
す
る
。

　    

た
め
池
の
保
全
管
理
は
。

　
　
知
事
即
効
性
の
高
い
﹁
交
差

点
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
﹂
と
﹁
わ
か
り

や
す
い
路
面
標
示
﹂の
整
備
箇
所
で

は
、１
年
当
た
り
の
事
故
件
数
が
約

52
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、交
通
事
故

抑
止
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

　
交
差
点
改
良
な
ど
の
抜
本
的
対

策
で
は
、今
後
、交
通
事
故
の
多
い
箇

所
や
通
学
路
な
ど
優
先
度
の
高
い
箇

所
か
ら
、順
次
、対
策
を
進
め
る
。

　
用
水
路
等
へ
の
転
落
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
お
り
、そ
の
防
止
対
策

に
取
り
組
む
た
め
、事
故
発
生
箇
所

で
の
用
水
路
等
の
形
状
や
道
路
等

と
の
位
置
関
係
な
ど
の
情
報
を
ま

と
め
た﹁
用
水
路
等
転
落
事
故
カ
ル

テ
﹂
に
基
づ
い
て
転
落
事
故
が
発

生
し
や
す
い
場
所
を
類
型
化
し
、

今
年
度
中
に
、
市
町
管
理
道
を
含

め
た
効
果
的
な
対
策
に
向
け
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
た
い
。

　    

道
路
の
交
通
安
全
対
策
の

効
果
や
転
落
事
故
対
策
は
。

問

問答

答　
　
工
代
教
育
長
７
月
に
有
識
者

及
び
学
校
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る

﹁
小
・
中
学
校
に
お
け
る
新
し
い
指

導
体
制
の
在
り
方
検
討
委
員
会
﹂

を
設
置
し
、
指
導
面
と
体
制
面
と

の
一
体
的
な
見
直
し
の
検
討
を
重

　    

学
力
向
上
対
策
等
は
。

問答

　    

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
公

共
交
通
機
関
へ
の
支
援
は
。

問　
　
知
事
公
共
交
通
機
関
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
は
、
高
松
便
の
航

空
利
用
者
数
、鉄
道
の
運
輸
収
入
、

フ
ェ
リ
ー
の
利
用
者
数
と
も
若
干

持
ち
直
し
て
い
る
が
、
依
然
低
い

水
準
に
あ
る
な
ど
、
交
通
事
業
者

は
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、補
正
予
算
で
は
、利

用
促
進
に
資
す
る
先
進
機
器
導
入

や
広
報
宣
伝
、安
全
・
安
心
な
運
行

に
係
る
取
組
み
な
ど
へ
の
支
援
を

行
い
、利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。

答 間
無
利
子
で
全
期
間
保
証
料
ゼ
ロ

の
融
資
に
約
１,
５
４
１
億
円
の
申

込
み
が
あ
っ
た
ほ
か
、
一
律
20
万

円
を
支
給
す
る
香
川
県
持
続
化
応

援
給
付
金
制
度
で
37
億
円
余
を
支

給
す
る
な
ど
し
た
。﹁
前
向
き
に
頑

張
る
事
業
者
を
応
援
す
る
総
合
補

助
金
﹂は
、予
算
額
を
大
幅
に
上
回

る
申
請
が
あ
っ
た
た
め
、
専
決
処

分
に
よ
る
増
額
補
正
を
行
っ
た
。

　
国
や
県
の
支
援
制
度
を
わ
か
り

や
す
く
整
理
し
た
一
覧
表
を
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る

ほ
か
、
か
が
わ
産
業
支
援
財
団
に

専
用
の
相
談
窓
口
を
新
設
し
、
き

め
細
か
な
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

犯
罪
、
交
通
死
亡
事
故
な
ど
に
つ

い
て
、
喫
緊
か
つ
事
案
に
応
じ
た

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
犯
罪
や
事
故
の
起
き
に
く
い
社

会
づ
く
り
は
警
察
だ
け
で
は
達
せ
ら

れ
ず
、関
係
機
関
・
団
体
・
事
業
者
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
連
携
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
県
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

ね
て
い
る
。
会
議
で
の
議
論
を
踏

ま
え
、
具
体
的
施
策
は
次
期
教
育

基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
対
策
で
生
じ
た
学
習
面
の
課

題
は
、授
業
時
数
の
確
保
に
努
め
た

こ
と
で
学
習
の
遅
れ
を
着
実
に
回

復
し
て
い
る
。児
童
生
徒
の
心
の
ケ

ア
に
努
め
、学
習
の
定
着
度
を
見
極

め
つ
つ
、
細
か
な
指
導
・
支
援
を
重

点
的
に
行
っ
て
い
る
。体
力
面
の
課

題
は
、体
育
の
授
業
で
接
触
や
密
集

を
避
け
、家
庭
で
継
続
し
て
取
り
組

め
る
種
目
を
行
う
な
ど
、
運
動
機
会

を
確
保
で
き
る
よ
う
各
学
校
が
工

夫
し
、体
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
と
で
ん
栗
林
公
園
・
仏
生
山

駅
間
の
複
線
化
事
業
は
、
利
用
者

分
散
に
つ
な
が
る
た
め
、
高
松
市

と
連
携
し
て
支
援
す
る
。
加
え
て
、

国
庫
補
助
航
路
で
は
な
い
定
期
旅

客
船
事
業
者
の
４
月
か
ら
６
月
ま

で
の
係
船
料
を
補
助
す
る
。

●
意
見
書

請
願
・
陳
情

○
採
　
択
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
2
件

・
私
学
助
成
制
度
を
拡
充
し
、学
費
の
公
私
間
格
差
を

  

是
正
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
私
学
助
成
の
充
実
に
つ
い
て

○
不
採
択
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
3
件

・
消
費
税
率
５
％
以
下
へ
の
引
き
下
げ
を
求
め

  

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
今
年
度
の
監
査
委
員
か
ら
の﹁
議
会
に
対
す
る
要

  

望
﹂に
真
摯
に
応
え
、政
務
活
動
費
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

  

訂
や
領
収
書
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
公
開
等
の
検
討
を
９
月

  

議
会
か
ら
開
始
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
国
の
責
任
に
よ
る
﹁
20
人
学
級
﹂
を
展
望
し
た

  

少
人
数
学
級
の
前
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提

  

出
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
2
件

・
厳
し
い
財
政
の
下
、政
務
活
動
費
の
使
途
適
正
化

  

に
向
け
て
領
収
書
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
等
を

  

早
急
に
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書
の

  

提
出
に
つ
い
て

◆
審
査
件
数

7
件

議
員
提
出
議
案

❶
地
方
交
付
税
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

　
臨
時
交
付
金
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❸
性
犯
罪
に
関
す
る
刑
法
規
定
の
見
直
し
を

　
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❹
私
学
助
成
制
度
の
堅
持
及
び
充
実
・
強
化
を

　
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❺
教
職
員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
拡
充
を
求

　
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❻
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る
支
援
及
び
支
援

　
体
制
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶

❼
観
光
需
要
喚
起
策
の
事
業
効
果
の
偏
重
の

　
是
正
を
求
め
る
意
見
書︵
可
決
︶
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知
事
ハ
ー
ド
対
策
は
、
河
川

改
修
等
や
砂
防
ダ
ム
等
の
整
備
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、国
の
予
算
な

ど
を
活
用
し
、氾
濫
の
危
険
性
が
高

い
区
間
の
樹
木
伐
採
や
河
道
掘
削

な
ど
に
集
中
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、

国
に
対
し
、来
年
度
以
降
も
緊
急
対

策
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
た
。
ソ
フ
ト
対
策
は
、
危
機
管
理

型
水
位
計
を
今
年
度
は
22
箇
所
設

置
す
る
ほ
か
、新
た
に
避
難
判
断
の

目
安
と
な
る
危
険
水
位
を
設
定
し
、

９
月
か
ら
情
報
提
供
を
開
始
し
た
。

　
高
齢
者
等
の
避
難
対
策
は
、要
配

慮
者
利
用
施
設
管
理
者
に
避
難
確

保
計
画
作
成
等
を
促
す
ほ
か
、計
画

作
成
方
法
の
講
習
会
を
開
催
す
る
。

ダ
ム
の
事
前
放
流
は
、
県
及
び
県

広
域
水
道
企
業
団
管
理
の
16
ダ
ム

で
今
年
度
運
用
を
開
始
し
た
。

答

　
　
教
育
長
県
教
育
セ
ン
タ
ー
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
基
本
的
操
作
や
授
業
の
効

果
的
活
用
の
研
修
等
を
継
続
的
に
実

施
し
て
き
た
が
、来
月
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
を
円
滑
に
実
施
す
る
研
修

も
行
う
。来
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
関
す
る
研
修
を
一
層
充
実
す
る
と

と
も
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導

力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
県
立
学
校
で
は
、本
年
５
月
に
立
ち

上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
の
検
討
を
進

め
て
お
り
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

方
法
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
進
め
方

な
ど
の
検
討
成
果
を
全
て
の
県
立
学

校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
に
生
か

し
て
い
く
。来
年
度
か
ら
各
学
校
の
授

業
実
践
の
成
果
を
共
有
し
、一
層
の
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 問　
　
I
C
T
を
活
用
し
た
教
育
の

推
進
は
。

問　
　
近
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え

た
水
害
・
土
砂
災
害
対
策
は
。

問　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
観
光
の
回

復
に
向
け
た
取
組
み
は
。

答　
　
知
事
県
の
宿
泊
代
金
助
成

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
予
算
額
の
約

45
パ
ー
セ
ン
ト
が
利
用
さ
れ
て
お
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答 問　
　
知
事
県
民
ホ
ー
ル
の
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、
有
料
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
者
に
補
助
す
る
ほ
か
、
新

た
に
ラ
イ
ブ
配
信
を
行
う
環
境
を

整
備
す
る
。

　
文
化
芸
術
団
体
等
を
支
援
す
る

た
め
、昨
年
度
の
２
倍
近
い
48
件
の

﹁
文
化
芸
術
振
興
活
動
費
助
成
金
﹂

を
交
付
決
定
し
、
申
請
者
か
ら
は
、

﹁
活
動
再
開
の
契
機
と
な
っ
た
﹂、﹁
春

に
一
旦
諦
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

よ
う
と
い
う
意
欲
が
出
て
き
た
﹂な

ど
の
声
が
あ
り
、地
域
活
力
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
に
根
差
し
た
文
化
芸
術
活

動
を
支
援
す
る
ほ
か
、﹁
か
が
わ
文

化
芸
術
祭
﹂や﹁
さ
ぬ
き
映
画
祭
﹂な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
、創
意
工
夫
を
凝

ら
し
、新
し
い
生
活
様
式
に
適
応
し

た
内
容
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

文
化
芸
術
の
灯
火
を
守
り
、
県
民

の
鑑
賞
機
会
の
確
保
に
努
め
る
。

　
　
文
化
芸
術
の
振
興
は
。

答

問

　
　
知
事
５
月
18
日

に
﹁
香
川
県
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
健
康
相
談

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
﹂
を

高
松
市
と
共
同
で
開
設

し
相
談
対
応
業
務
を
一

本
化
す
る
こ
と
で
負
担

軽
減
を
図
っ
た
。

　
県
の
各
保
健
所
は
、新
た
な
流
行

シ
ナ
リ
オ
を
踏
ま
え
た
感
染
者
の
増

加
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、会
計

年
度
任
用
職
員
の
任
用
に
よ
り
、保

健
師
を
増
員
す
る
と
と
も
に
、大
規

模
な
感
染
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

本
庁
や
他
の
保
健
所
か
ら
の
応
援
体

制
の
構
築
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

等
の
情
報
の
把
握
・
管
理
を
効
率
的

に
行
う
た
め
、新
た
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
て
、情
報
入
力
の
省

力
化
や
情
報
共
有
の
円
滑
化
を
図

る
と
と
も
に
、防
護
服
な
ど
の
必
要

な
資
機
材
の
整
備
な
ど
、保
健
所
の

体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
。

　
　
保
健
所
の
体
制
強
化
は
。

答 問　
　
知
事
６
月
に
Ｊ
Ａ
香
川
県
等

と
連
携
し
て
﹁
香
川
県
農
作
業
安

全
推
進
協
議
会
﹂
を
設
立
し
、
今

後
、
農
作
業
安
全
に
関
す
る
知
識

　
　
農
作
業
安
全
対
策
の
推
進
は
。

り
、﹁
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
﹂
事
業

の
対
象
地
域
に
東
京
都
が
含
ま

れ
、
地
域
共
通
ク
ー
ポ
ン
の
配
付

が
始
ま
れ
ば
、
さ
ら
に
宿
泊
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
10
月
か
ら
、観
光
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン﹁
さ
あ
！
香
川
キ
ラ
リ
旅
﹂を
開
始

し
、切
れ
目
の
な
い
施
策
展
開
に
よ

り
、観
光
需
要
の
早
期
回
復
を
図
る
。

　
安
心
し
て
香
川
の
旅
行
を
楽
し
め

る
よ
う
、感
染
症
拡
大
防
止
等
に
取

り
組
む
観
光
関
連
事
業
者
を
支
援
す

る
ほ
か
、県
内
宿
泊
施
設
の
感
染
防

止
対
策
の
徹
底
を
図
る
た
め
、専
門

的
な
知
識
を
有
す
る
第
三
者
機
関
に

よ
る
評
価
・
助
言
体
制
の
確
保
に
係

る
補
正
予
算
案
を
提
案
し
て
い
る
。

の
習
得
や
、
農
業
機
械
の
利
用
技

術
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
技
能
講

習
は
、農
耕
車
限
定
の
大
型
特
殊
免

許
取
得
が
可
能
な
農
業
大
学
校
で
の

技
能
講
習
を
、昨
年
度
の
約
２
倍
の

１
５
６
名
に
増
員
し
て
行
っ
て
い

る
。少
し
で
も
多
く
の
農
業
者
が
農

業
大
学
校
と
同
様
な
講
習
を
受
講
で

き
る
よ
う
、﹁
香
川
県
農
作
業
安
全
推

進
協
議
会
﹂が
主
体
と
な
り
、農
業
大

学
校
の
専
用
コ
ー
ス
で
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
の
技
能
講
習
を
、
10
月
か
ら
６

回
、計
60
名
の
定
員
で
実
施
す
る
予

定
で
、９
月
中
に
募
集
を
開
始
す
る
。

「さあ！香川キラリ旅」チラシ
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知
事
８
月
17
日
に
﹁
Ｎ
Ｏ 

コ

ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
﹂啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
開
始
し
、県
庁
東
館
正
面

玄
関
へ
の
大
型
立
看
板
の
設
置
、

高
校
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
ポ

ス
タ
ー
の
県
内
コ
ン
ビ
ニ
や
Ｊ
Ｒ

高
松
駅
へ
の
掲
示
の
ほ
か
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
企
業
な
ど
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
掲
載
し

て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

共
通
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
用
い
る
こ

と
で
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
啓
発
活

動
へ
と
展
開
で
き
、
参
加
団
体
は
、

既
に
１
０
０
を
超
え
て
い
る
。

　
患
者
や
関
係
者
の
個
人
情
報
は
、

法
令
に
基
づ
き
、十
分
に
守
ら
れ
る

必
要
が
あ
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
発
生
時
の
記
者
会
見
で

答 　
　
感
染
症
に
係
る
偏
見
・
差
別

な
ど
へ
の
対
応
等
は
。

問

　
　
知
事
中
小
企
業
者
等
の
資
金

繰
り
支
援
の
た
め
、
県
の
制
度
融

資
で
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
資
金
﹂
融
資
を
新
た
に

実
施
し
て
お
り
、
約
１,
５
４
１
億

円
の
申
込
み
を
受
け
て
い
る
。

　
制
度
融
資
の
申
請
件
数
の
急
増
に

よ
り
、
信
用
保
証
協
会
で
の
審
査
に

時
間
を
要
し
て
い
た
が
、
体
制
の
強

化
等
を
図
り
、現
在
は
、平
時
に
近
い

ス
ピ
ー
ド
で
融
資
が
さ
れ
て
い
る
。

　
県
独
自
の
給
付
金
等
の
申
請
手
続

き
を
極
力
簡
素
化
し
た
ほ
か
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
等
を
設
け
、
申
請
方
法

や
疑
問
点
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
す
る

と
と
も
に
、
か
が
わ
産
業
支
援
財
団

に
専
用
の
相
談
窓
口
を
新
設
し
、
き

め
細
か
な
助
言
を
行
う
な
ど
、
中
小

企
業
者
等
に
運
転
資
金
等
が
速
や
か

に
届
く
よ
う
努
め
て
い
る
。

答

　
　
知
事
東
讃
地
域
の
中
学
校
卒
業

予
定
者
数
の
減
少
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
中
、
若
者
の
地
元
定
着
や
Ｕ
タ
ー

ン
促
進
、
地
域
活
力
の
向
上
と
い
っ

た
観
点
か
ら
も
高
校
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。東
讃
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
も
、一
定
の
規
模
を
持
つ
、魅

力
あ
る
教
育
環
境
の
新
し
い
学
校

を
設
置
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。

　
新
た
な
学
校
の
設
置
に
は
、７
年

か
ら
８
年
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、石

田
、志
度
、津
田
高
校
を
１
つ
に
統
合

答 　
　
東
讃
地
域
の
県
立
高
校
の
再

編
は
。

問

　
　
マ
イ
バ
ッ
グ
の
適
正
使
用
の

促
進
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減

や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
取
組
み
は
。

問　
　
知
事
レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
契

答 問　
　
中
小
企
業
の
事
業
継
続
に
向

け
た
支
援
は
。

高校の協力を得て作成した啓発ポスター
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今
後
の
財
政
運
営
は
。

問　
　
知
事
今
後
の
地
方
財
政
全
体

の
見
通
し
が
極
め
て
不
透
明
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し
た
﹁
次
期
財

政
運
営
指
針
﹂
は
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営

と
予
算
編
成
を
進
め
る
う
え
で
重

要
な
拠
り
所
で
あ
る
た
め
、
試
算

値
に
幅
を
持
た
せ
た
概
算
と
い
う

形
で
中
期
財
政
の
見
通
し
を
示

し
、
財
源
不
足
の
状
況
を
見
極
め

た
う
え
で
、
来
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
に
反
映
さ
せ
た
い
。

　
今
年
度
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
事
前
合
宿
受
入
れ
な
ど
、
現

下
の
状
況
で
は
効
果

が
十
分
に
見
込
め
な

い
も
の
や
緊
急
性
に

乏
し
い
も
の
な
ど
は
、

延
期
・
中
止
す
る
な

ど
、
あ
り
方
を
見
直
す

こ
と
に
よ
り
、
感
染
症

対
策
や
経
済
対
策
等

の
財
政
需
要
に
備
え

答

は
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
細
心

の
注
意
を
は
ら
い
、国
の
方
針
を
参

考
に
し
て
、情
報
を
公
表
し
て
い
る
。

る
と
と
も
に
、
来
年
度
予
算
編
成

の
た
め
の
財
源
確
保
を
図
る
。

し
て
、生
徒
た
ち
が
切
磋
琢
磨
で
き
、

多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、部
活
動
や
学
校

行
事
を
生
き
生
き
と
行
え
る
魅
力
あ

る
教
育
環
境
の
整
備
の
準
備
を
、
今

か
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
関
係
者
等
の
意
見
を
聞
き
、県
教
育

委
員
会
で
検
討
す
る
も
の
と
考
え
る
。

教
育
長
新
し
く
設
置
す
る
高
校
の

教
育
内
容
等
は
、
普
通
科
、
農
業

科
、
工
業
科
、
商
業
科
、
家
庭
科
の

学
び
は
維
持
し
つ
つ
、
さ
ら
に
充

実
、
発
展
さ
せ
、
多
様
な
価
値
観
を

持
つ
生
徒
が
集
ま
る
県
内
で
も
類

の
な
い
高
校
に
し
て
い
き
た
い
。

　
学
科
横
断
的
な
教
育
活
動
や
、

地
域
と
連
携
し
た
探
究
型
の
学
習

活
動
な
ど
が
行
え
る
教
育
環
境
の

中
で
、地
域
を
愛
す
る
心
を
持
ち
、

新
た
な
価
値
の
創
造
が
で
き
る
生

徒
を
育
成
し
た
い
。小
学
科
は
、地

域
の
ニ
ー
ズ
に
も
合
っ
た
、
よ
り

実
践
的
な
新
し
い
教
育
活
動
を
展

開
す
る
観
点
や
、
社
会
構
造
の
変

化
な
ど
も
踏
ま
え
、
魅
力
あ
る
学

科
構
成
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
同
窓
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連
携
し
、

東
讃
地
域
の
活
性
化
の
中
核
と
な

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
。

機
に
、マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
促
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
、一
層
の
利
用
に

つ
い
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌

を
通
じ
て
働
き
か
け
て
い
る
。マ
イ

バ
ッ
グ
の
使
用
上
の
留
意
点
も
、併

せ
て
十
分
な
広
報
を
行
う
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、環
境

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
小
学
校
へ
の

出
前
講
座
や
、自
宅
で
環
境
学
習
が
で

き
る
教
材
の
動
画
配
信
な
ど
に
よ
り
、

県
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
に
努
め
る

ほ
か
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
化

等
に
向
け
た
課
題
抽
出
の
た
め
の
実

態
調
査
や
、海
ご
み
対
策
と
し
て
、瀬
戸

内
海
沿
岸
の
各
県
と
連
携
し
た
広
域

的
な
取
組
み
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
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9月 定例会 一 般 （
要
旨
）質 問 10月6日

※
1 

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
＝
計
器
着
陸
装
置
の
精
度
の
こ
と
。カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅲ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、対
応
可
能
な
航
空
機
の
場
合
、悪
天
候
で
も
計
器
に
よ
り
滑
走
路
へ
の
誘
導
が
可
能
。

議員
自民党県政会

高木 英一

企業誘致の取組みは。
雇用創出や地域の活性化につなげるた

め県の特性や立地環境についての広報活

動に加え、東京、大阪在住の産業活性化ア

ドバイザーの人脈を活かした積極的な情

報発信に努める。特に京阪神地域は、大阪

事務所を活用し積極的に企業訪問を行

い、本県への立地を促進する。

グリーン・リカバリー（          　）の
取組みは。

９月に全国知事会を通じて「ゼロ

カーボン社会への転換」と「経済再生」

を同時に成し遂げるための要望・提案を

行った。地球環境保全と経済社会活動

の両立が図られるよう、十分に意を用い

ながら環境保全施策に取り組みたい。

効果的なオンライン学習のための
指導方法は。

家庭でのオンライン学習は、小学校

低学年では、長時間の集中力の持続が

難しく、保護者の協力が必要な場合も

多いため、家庭の実情に応じて学習方

法やルール作りを進めていく必要があ

る。学習に対する主体性を育成するため

には、日頃の授業から、自分なりの意見

や考えを持たせ、まとめや表現を行う際

に端末を活用するなど、自分自身で考え

させるための授業づくりが重要である。

自民党県政会

佐伯 明浩
議員議員

公明党議員会

広瀬 良隆 
議員

本県では「小回りが効かない」、「速度

が出やすい」などの問題点等を考慮し、

走行できる道路を自転車専用道路に限

定しているが、今後、他県の状況や安全

性等について調査・研究を進め、実施す

べき安全対策等の検討を踏まえた上で、

一般公道で走行できるようにする公安

委員会規則の改正の検討を進める。

タンデム自転車の公道走行は。問問
答答

四国の新幹線の実現は。
｢四国新幹線整備促進期成会｣の国

等への要望活動に参加するほか、｢自由

民主党整備新幹線等鉄道調査会｣のヒ

アリングでも必要性等を訴えた。9月の

国土交通大臣来県時にも、法定調査を

可能な限り早期に実施するよう、強く

要望しており、今後も、あらゆる機会を

捉え、国等に強力に働きかける。

問問
答答

高松空港の機能向上は。
県独自の検討では、計器着陸装置の

カテゴリーⅢ（           　）が整備された

場合の条件付き運航の減少による鉄道

からの利用転換人数の増加、費用削減工

法の採用等により、推計を伴うものの、

費用便益比が事業化の目安とされる１を

上回ることから、国に対し、この結果を踏

まえた費用対効果の検討を強く要望す

るなど、早期整備を粘り強く働きかける。

問問
答答

デジタル化に向けた取組みは。
昨年３月に「かがわＩＣＴ利活用推進

計画」を策定し、行政手続のオンライン

化やＡＩ等を活用した業務の効率化等に

取り組んでおり、今後、様々な行政サー

ビスがデジタルで完結される「利用者中

心の行政サービス」の実現に向けて、本

県が立ち遅れないよう、国のデジタル庁

創設の動きも注視しながら、検討する。

問問
答答

答答

集団検診を延期や中止した市町も

あったが、感染対策を講じ、受診機会の

確保に努めており、市町と連携して受診

促進に取り組む。10月の乳がん月間に

あわせ、21の医療機関の協力を得て、休

日の乳がん検診を実施するほか、新た

に、子宮頸がん検診を行う。がん診療

連携拠点病院の体制整備に努める。

新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえたがん対策は。
問問

答答

国の緊急事態宣言が解除された後は、

県民、事業者が適切な感染防止策を講じ

ることを前提に、段階的に社会経済活動

のレベルを引き上げてきた。当面は事業

者の事業継続と雇用の維持、県民の生活

支援を継続するとともに、落ち込んだ消

費需要を喚起し、県内経済を回復する

ための対策を行う必要があると考える。

今後の新型コロナウイルス感染症
への対応は。
問問

答答

ネット・ゲーム依存対策の推進は。
知事精神保健福祉センター等での

相談に、現在、作成している回復プログ

ラムを、来年度から活用し､相談者によ

り適したアドバイスを行うなど相談支

援体制の充実等に努めるほか、依存症

対策の全国拠点の医療センターが主催

する研修へ県職員を派遣し相談に必要

な人材を養成する。国との連携等は、

医療提供体制の充実や人材育成など必

要な対策に取り組むよう要望している。

教育長新たに「ネット・ゲーム依存予防

対策学習シート」を作成し、各小・中学

校に配布し、依存症への理解を深める

とともに、子どもの実態を保護者と共

有し、家庭でのルールづくりを促進して

いる。幼児期からの対策が重要なこと

から、親子の関わり方の動画教材を作

成し、幼稚園、小学校等に配布した。

問問
答答

ＳＮＳを活用した本県ＰＲの仕組み

づくりは、若者や訪日外国人観光客な

どへアプローチを図る有効な手段の一

つと考えられ、実際の活用事例も参考

にしながら効果的な情報発信の手法を

検討する。モバイルバッテリー貸出し

サービスは、高松空港やＪＲ高松駅な

どの公共施設等への設置の可能性に

ついて、関係者の意見を聴き、先進事

例も参考に研究する。

県内の観光振興は。問問
答答

中小企業振興条例では、中小企業振興

施策の実施にあたっては、「国、市町、大

学、中小企業団体その他の関係機関との

連携に努めなければならない」と規定され

ており、今後とも、関係機関と率直な意見

交換を行いながら、経済環境に応じた中小

企業振興施策が推進できるよう努める。

県内の中小企業振興施策は。問問
答答

秋の観光シーズンに向け、10月から観

光誘客キャンペーンを開始しており、これ

までの県内宿泊促進事業と「ＧｏＴｏトラ

ベル」や「ＧｏＴｏイート」と連動し、飲食

店や土産物店などを含む地域の観光関

連産業に幅広く経済効果が及ぶよう、

宿泊施設と飲食店とのセットプランの造

成を促進するなど、積極的に取り組む。

新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえた地域活性化策は。
問問

答答

リベラル香川

鏡原 慎一郎
自民党議員会

松本 公継
議員

瀬戸内国際芸術祭2022に向け
た取組みは。

大都市圏等では大手広告媒体への

露出を強化し、近隣県では身近な媒体

とのタイアップ企画などを進める。魅力

向上のため、里山等の魅力や環境・医療

などの地域の課題に対し、美術的な工

夫を凝らした作品の展開をはじめ、まち

歩きとの連携強化、食の充実、オフィ

シャルツアーの拡充などに取り組む。

問

答

災害時の避難行動対策は。
県民に、いざという時の避難行動を考

えてもらえるよう、広報誌やマスメディア

など様々な機会を捉えて、周知啓発してき

たが、より一層、意識を高める契機となる

よう、避難の準備やタイミングなど避難

行動を時系列で整理した行動計画、いわ

ゆる「マイ･タイムライン」の作成など、実

際の行動につながる取組みを検討する。

問
答

コロナ禍における妊産婦のケアは。
周産期医療機関等に感染拡大防止

対策等費用を補助するなど、体制強化

を図っている。各市町での相談や母子

のケア等の質を高める助言のほか、市

町で、対応が難しい週末や夜間には、

医師等が相談等を行う事業で、新型コ

ロナウイルスの相談にも対応している。

分娩前のＰＣＲ検査は、１人１回を限

度に費用を助成している。

問
答

学校教育でのICTの効果的活用は。
映像や音声データを用いて、分かりや

すい発表資料を作成することで、プレゼ

ンテーション能力を育むほか、海外の生

徒等とオンラインでディスカッションを

行うことで、英語によるコミュニケーショ

ン能力を育める。特別支援学校では、障

害による学びにくさを補い、あきらめず

に学びに向かう力を育むことができる。

問
答

瀬戸内国際芸術祭の取組みは。
ビジターバース（            ）について

は、県有施設の拡充や活用促進策等を検

討するとともに、各市町等の施設も地域

振興に資する活用策等の働きかけを検討

するほか、海の駅について、県有施設や

各市町等の施設の新たな認定を他県の

状況の情報も収集し検討していきたい。

性教育の取組みは。
本県の性に関する指導の手引きは、

現在では内容が古くなり活用していな

い。手引きの内容や活用状況、改訂の

方向性などの全国調査を実施したい。

今後、本県における学校現場での性教

育の課題の把握に努めるとともに、他

県の性に関する指導の手引きの改訂

状況も参考にしながら、本県の実態に

即した効果的な性に関する指導のあり

方について検討していきたい。

問問

問問

問問

答答

答答

今後の観光施策の推進は。
地域の魅力を掘り起こし磨き上げたう

えで、デジタルマーケティングなどで情報発

信するほか、次回の瀬戸内国際芸術祭や大

阪万博等への訪日観光客に県の魅力を発

信したい。アフターコロナを見据え、ＳＮＳな

どで本県の魅力を積極的に発信するほか、

スポーツツーリズムなどの体験型旅行を提

案するとともに、ワーケーションなどの動向

も注視し、滞在型観光の推進に取り組む。

問問
答答

答答

答答
問問

ネット・ゲーム依存対策は。
ネット・ゲーム依存傾向の青少年等

を対象としたキャンプを活用した体験活

動事業は依存状態からの脱却のきっか

けづくりとなるほか、基本的生活習慣の

回復や、コミュニケーション能力の向上

が期待され、有効な方策と考えるが、検

討すべき課題もある。今後、国の事業の

実施状況の情報収集を行うほか、他県

の先行事例の調査を行うなど、本県に

おける活用について検討していきたい。

答答
問問

大学に対する寄附の控除は。
県内大学等への寄附金が増え、新し

い研究など魅力づくりに活用すること

で、地域貢献にも寄与すると考えられる

ため、県内大学等を新たに寄附金控除

の対象としたい。香川県税条例施行規

則の改正を行い、来年１月１日以降の寄

附金から適用となるよう進めていく。

答答
問問

問問

自民党県政会

岡野 朱里子

新型コロナウイルス感染症を契機と
する人口等の地方分散への取組みは。

移住への意識の程度に応じ、移住

フェアや相談対応などの施策を展開する

ほか、移住者に、かがわの魅力や暮らし

の良さを自身の経験を踏まえてＰＲして

もらうため「かがわ暮らし応援隊」として

委嘱し、個人のＳＮＳなどでの情報発信

を行っている。さらに効果的な魅力発信

を各市町と知恵を出し合い検討したい。

問問

答答

※
2 

ビ
ジ
タ
ー
バ
ー
ス
＝
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
を
使
用
す
る
来
訪
者
の
た
め
の
一
時
係
留
施
設
。

※2 7ページ
左欄外参照

※１ 6ページ
右欄外参照

※3 8ページ
右欄外参照
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9月 定例会 一 般
※
4 

多
面
的
機
能
支
払
制
度
＝
水
路
、農
道
、た
め
池
等
農
業
を
支
え
る
共
用
の
設
備
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
地
域
の
共
同
作
業
に
交
付
金
を
支
払
う
制
度
。﹁
多
面
的
機
能
﹂は
、農
地
の
洪
水
抑
止
機
能
に
代
表
さ
れ
る
農
業
の
二
次
的
な
機
能
を
指
す
。

日本共産党議員団

秋山 時貞
議員

ネット・ゲーム依存症対策条例に係
る提訴に対する受け止めは。

提訴については、今後、その内容を

確認のうえ、対応を検討していきたいと

考えているが、提訴している方の属性に

よって対応が変わるというものではな

く、法律に基づいて判断されるべき問

題である。県としては、条例の趣旨の一

層の理解促進に努めていく。

問問

問問

問問

答答

新漁業法の漁業報告の負担軽減は。
漁業許可を受けている漁業者は、

漁獲量等の報告が義務化されるが、国

においては、漁協や産地市場からの水

揚げ情報を収集する電子システムの導

入が予定されており、県では、報告の対

象となる魚種の範囲や報告の頻度など

について、漁業者や漁協などの負担軽

減になるよう検討を進めていく。

答答

子どもの精神的ケアへの取組みは。
国の補助制度を活用してスクールカ

ウンセラーを全ての小・中学校に派遣

し、コロナ禍の精神的なケアのため、学

校の求めに応じて追加派遣できる体制

を構築するほか、市町がスクールソー

シャルワーカー任用の際の経費の一部

を補助し、充実を図る。スクールサポー

トスタッフは、６月補正予算を活用した

追加配置を含め１１４人が教員の業務の

補助を担っており、今後も、教職員を支

える多様な人材の確保に向け取り組む。

答答

問問 県政運営における基本的姿勢は。
各界各層から様々な意見を聞き、県

民本位の県政を徹底し、県民の生命と健

康、経済・雇用を守ることを第一に、将来

を展望し、変化をおそれるのではなく、

時代の流れを捉え、新たな課題にチャレ

ンジしながら、本県の持続的な発展を目

指して、積極的に取り組んでいきたい。

答答

自民党議員会

山田 正芳
議員

四国の新幹線の誘致活動は。
「四国新幹線整備促進期成会」におい

て、実現に向けた国政レベルの動きを一

層前進させていくことが重要であり、明

確な目標を設定して取り組む必要がある

ため、昨年８月の東京大会では、リニア中

央新幹線が新大阪まで延伸される2037

年をターゲットに開業を目指すことが決

議され、国等に対し、整備計画格上げに

向けた法定調査の早期着手や、新幹線

建設予算の大幅増額の要望を行った。

　四国の新幹線の実現に向けては、地

元一丸で熱意を伝える必要があるため、

２月に私と高松市長が国に要望を行い、

この他にも県内の各市町長が独自に要

望活動を展開している。３月には、「自由

民主党四国ブロック両院議員会四国新

幹線プロジェクトチーム」の会合で、四国

選出の国会議員とともに、「自由民主党

整備新幹線等鉄道調査会」の会長に必

要性等を訴えた。６月には、県議会議長、

副議長とともに、法定調査実施に必要な

予算措置を確実に講じるよう国に要望し

たほか、７月に、国土交通大臣政務官の

来県時にも強く訴えた。また、「四国新幹

線整備促進期成会」の要望活動に参加

し、四国の経済界や四国選出国会議員と

ともに、自由民主党政務調査会長、財務

省事務次官、国土交通省事務次官に要望

を行ったほか、８月には、本県単独でも

要望を行った。9月には、「自由民主党整

備新幹線等鉄道調査会」のヒアリングで

必要性等を訴えたほか、国土交通大臣来

県時にも、法定調査を可能な限り早期に

実施するよう強く要望しており、今後も、

あらゆる機会を捉えて国等へ要望する。

　国政レベルの動きを加速化するに

は、県民の機運をさらに高める必要が

あるため、２月に丸亀市内で開催したシ

ンポジウムでは、四国の新幹線の必要

性と有効性等を訴えた。

問問
答答

自民党県政会

新田 耕造
議員

児童虐待への対応は。
保護者への指導は、児童相談所で、

児童との心理面接などを通じて把握し

た、特性に応じた関わり方について、保

護者に継続的な助言を行っており、保

護者への指導の強化に向け、研修の充

実等を通じて、児童福祉司等の一層の

専門性向上を図る。医師等の専門家と

連携した保護者指導は、児童への関わり

方の変化を促し、虐待を防止する観点か

ら有意義な取組みであり、こうした保護

者指導や支援のあり方を検討したい。

問問
答答

信号機の整備のあり方は。
今後の信号機のあり方は、有識者で

構成する「交通安全施設等の整備の在

り方に関する検討会」で検討を進めて

おり、１１月を目処に結論を報告書とし

てとりまとめる予定である。

問問
答答

地域要件を付す理由は、地元企業が

地域の状況に精通し円滑な工事施工が

可能なこと、県内建設業者の育成や経

営の安定が図られることなどがあり、本

県ゆかりの企業であることを理由に入

札要件を緩和することは、県内に主たる

営業所がない状況では他の建設業者と

の均衡を図る観点から困難と考える。

香川県ゆかりの企業の公共工事に
おける地域要件の拡大は。
問問

答答

予定価格設定時の施工条件と実際

の工事現場の状態が一致しない場合等

には、工事内容の変更が生じるため、適

正価格か十分に精査したうえで、工事の

完了のため必要となる経費の計上はや

むを得ない。職員の研修などを通じて技

術力向上を図るほか、適正な予定価格

等の設定や適切な設計変更に努める。

県発注工事の増額変更の発生防
止対策は。
問問

答答

89月定例会　一般質問

（
要
旨
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グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
停
滞
し
た
経
済
の
回
復
を
、気
候
変
動
対
策
な
ど
の
環
境
面
に
配
慮
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
。

無所属

松岡 里佳
議員

障害者の文化芸術の振興は。
６月に学識経験者及び各種団体を構

成員とする検討会を設置し、情報の把握

や提供、相談などを一体的に取り組み、

障害者の文化芸術活動を支援する拠点

の必要性などの意見をいただいている。

検討会の意見も踏まえ、現在策定してい

る県障害者プランにその方向性を盛り

込むなど、支援センター設置を含めた支

援体制の構築を検討していきたい。

問問
答答

認知症高齢者の見守りは。
各市町では住民や警察、民間事業者

等の見守りネットワークを構築しており、

県は広域的な情報共有体制を整備して

いる。さらにライフライン事業者や新聞

配達・郵便・宅配事業者、スーパー、金融

機関等民間事業者に「かがわ高齢者見

守りネットワーク」への参画をよびかけ

全県的な見守り体制強化を図っている。

問問
答答

うつ病など精神疾患の心のケアは。
若年層の方に知識を持ってもらうた

め、小中学校、高校で出前講座を実施す

るほか、身近な人が関わり支援するため

の普及啓発を実施している。新型コロナ

ウイルス感染症の影響に関連する相談

は精神保健福祉センターで相談体制を

強化しているほか、こころの不安を抱え

る方へのリーフレットを作成し、県内の

医療機関や各市町などに配布した。

問問
答答

ため池の適正な保全管理の取組みは。
10月１日に開設された「香川ため池

保全管理サポートセンター」で、劣化状

況の診断や管理状況の確認を行い、定

期的な現地パトロールや、管理者等へ

の助言・指導を実施することとしてい

る。地域住民の共同活動を支援する「多

面的機能支払制度（          　）」の活用

も有効であり、引き続き推進していく。

問問
答答

議員

新規就農者の永続的な経営に向
けた育成は。

かがわ農業経営相談所では、新たに、

就農５年程度の者を対象に「経営フォ

ローアップセミナー」を開催し、経営感覚

に優れた認定農業者へのステップアップ

を支援するほか、新規就農者を育成す

る普及指導員のスキルアップのため、指

導力向上研修や、国が実施する専門研

修へ派遣するなど、指導を充実させる。

問問

答答

新たに、香川大学、中核病院、医師

会などとともに協議会を設立し、運営

するネットワークを一本化し、利便性の

向上に取り組む。離島での医療提供体

制の充実のため、県医師会や郡市医師

会などと連携し、島しょ部をはじめ、参

加医療機関の拡大に取り組む。

遠隔医療の推進は。問問
答答

かがわ産業支援財団では、新型コ

ロナウイルス感染症の拡大で、国や県、

各市町が、給付金・補助金や融資等の

支援策を講じる中、専門家を配置した

専用の相談窓口を５月から設け、９月末

までに延べ６２２件の相談に対応した。

コロナ禍においても、個々の経営の実

情に応じたきめ細かな支援ができるよ

う、相談・支援体制の強化に、引き続き

取り組む。

中小企業支援の取組みは。問問
答答

将来的に実用化に向けた様々な課

題が解決し、社会実装されれば、過疎

地域や離島での移動や物流の確保な

ど、本県の社会的課題の解決につなが

る可能性を秘めており、今後、国での議

論の動向を注視するほか、他の自治

体、民間企業等の取組内容等の情報

収集に努めながら、研究したい。

空飛ぶ車の利活用は。問問
答答

自民党県政会

白川 和幸
議員

リベラル香川

三野 康祐

新型コロナウイルス感染症対策に
おける医療従事者のＰＣＲ検査支援は。

本県では、新型コロナウイルスの感染

者の治療に当たる医師等も、医療機関で

検査が必要と判断した場合は、すべて行

政検査の対象としている。国の制度上、

「感染の疑いが認められない場合」にあ

たるような事前の検査は行政検査の対象

とならないため、公益性の高い被災地へ

の応援職員などに対する事前検査等も

行政検査の対象とするなどの拡大を、知

事会を通じ国に要望している。インフル

エンザの同時流行に備え、新型コロナウ

イルス感染者の受け入れ医療機関の医

療従事者も事前の定期的な検査の対象

とすることは重要である。公的支援によ

る検査対象拡大は、制度等様 な々制約が

あり、限定的となるが、医療従事者が安

心して業務に従事できるよう具体的な仕

組みの構築を図るほか、国に要望する。

問問

答答

新型コロナウイルス感染症の影響
を踏まえた財政運営は。

新型コロナウイルス感染症の影響

が避けられない中、国認証の公共事業

は、県民の安全・安心に資する事業等

を計画的に実施し、事業効果が早期に

発現されるよう努めつつ、年度間での

予算の平準化という観点で、事業計画

期間や国への予算要望等の見直しを

検討するほか、県単独の公共事業は、

地元からの要望も踏まえ、県民生活の

安全・安心の確保や地域活性化に真に

必要な事業を選定することで、持続可

能な財政運営に資するよう努める。財

政調整基金は、大規模災害の発生等に

備えるために一定の残高を確保しておく

ことが重要であるため、予定している取

崩しをできるだけ取りやめできるよう留

意しつつ、持続可能な財政運営に資す

るものとなるよう、検討を重ねたい。

問問

答答

※4 9ページ
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そ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
検

査
体
制
の
充
実
・
強
化
、
ネ
ッ

ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
対
策
、
か
が

わ
縁
結
び
支
援
セ
ン
タ
ー
、

次
期
障
害
者
プ
ラ
ン
と
今
後

の
工
賃
向
上
の
取
組
み
、
携

帯
電
話
の
学
校
へ
の
持
込

み
、
コ
ロ
ナ
差
別
・
い
じ
め
対

策
、
学
校
司
書
の
充
実
、
教
科

書
採
択
、
新
県
立
体
育
館
の

整
備
状
況
、
文
化
財
の
保
存
・

活
用
な
ど
に
つ
い
て
た
だ
し

ま
し
た
。　

　
そ
の
ほ
か
、地
域
経
済
と
中

小
企
業
振
興
、
就
職
・
移
住
支

援
セ
ン
タ
ー
、テ
レ
ワ
ー
ク
推

進
支
援
事
業
、コ
ロ
ナ
影
響
下

の
観
光
振
興
、栗
林
庵
県
産
品

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
交

通
事
業
者
へ
の
影
響
と
県
の

支
援
策
、県
産
農
畜
水
産
物
の

消
費
拡
大
の
取
組
み
、た
め
池

の
防
災
減
災
対
策
、
県
産
フ

ル
ー
ツ
の
生
産
技
術
の
保

全
、
盆
栽
の
輸
出
促
進
な
ど

に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
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問番
の
州
臨
海
工
業
団
地
の
分
譲
等

新
た
な
工
場
立
地
に
よ
る
経

済
効
果
と
今
後
の
企
業
誘
致
等
は
。

シ
ョ
ー
ワ
グ
ロ
ー
ブ
︵
株
︶、

︵
株
︶
ハ
ロ
ー
ズ
、
竜
王
金
属
︵
株
︶

へ
の
分
譲
地
売
却
に

よ
り
、当
面
約
4
4
0

人
の
雇
用
と
、年
間
約

1
億
9
8
0
0
万
円

の
税
収
増
を
見
込
む
。

　
今
回
の
売
却
で
、番

の
州
臨
海
工
業
団
地

の
未
分
譲
用
地
は
な

く
な
る
が
、県
管
理
港

湾
の
分
譲
用
埋
立
地
の
早
期
分
譲

に
協
力
す
る
ほ
か
、市
町
や
企
業
等

と
連
携
し
、
空
き
工
場
用
地
や
未

利
用
地
の
情
報
提
供
、
企
業
誘
致

助
成
制
度
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
今
後
も

戦
略
的
な
企
業
立
地
を
進
め
る
。

問答
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
来

年
2
月
に
中
央
病
院
内
に
患
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
予
定

し
て
お
り
、入
退
院
時
の
支
援
を
充

実
す
る
こ
と
で
、
患
者
満
足
度
を

よ
り
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
地

域
医
療
の
連
携
強
化
に
も
つ
な
げ

た
い
。
救
急
医
療
や
僻
地
医
療
な

ど
民
間
病
院
で
対
応
困
難
な
医
療

に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
役
割

県
立
中
央
病
院
の
地
域
の
医

療
機
関
と
の
連
携
の
取
組
み
は
。

医
療
の
地
域
連
携
の
推
進

分
担
、
機
能
連
携
を
強
化
し
、県
民

医
療
最
後
の
砦
の
役
割
を
果
た
し
、

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

答

問
本
県
農
業
は
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
な
ど
に

加
え
、
狭
小
で
分
散
す
る
農
地
の

集
約
化
と
作
業
効
率
の
改
善
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
や
Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端

技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
の
高
い

ス
マ
ー
ト
農
業
を
現
場
に
実
装

し
、
農
作
業
の
負
担
軽
減
な
ど
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
、
畝
立
て
と

同
時
に
肥
料
散
布
な
ど
が
で
き
る

県
の
取
組
み
は
。

農
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化

及
び
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
実
証
を
行
っ

て
い
る
。
イ
チ
ゴ
と
小
原
紅
早
生

の
栽
培
に
関
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
完

成
さ
せ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で

生
産
者
や
指
導
者
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
情
報
共
有
や
比
較
分
析
で
き

る
﹁
さ
ぬ
き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
普
及
に
向
け
た

実
証
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
技
術
の
普
及
に
当

た
っ
て
は
、
農
業
者
の
意
識
改
革

が
重
要
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
や
普
及
指
導
員
の
指
導
能
力
の

向
上
に
も
取
り
組
む
。

答

番の州臨海工業団地

■
文
教
厚
生
委
員
会

中
学
3
年
生
の
学
習
状
況

は
、
夏
季
休
業
の
短
縮
等
に
よ
っ

て
授
業
時
間
を
捻
出
し
、
入
試
ま

で
に
臨
時
休
業
中
の
遅
れ
を
取

り
戻
せ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で

は
、
高
校
入
試
の
出
題
範
囲
の
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

　
修
学
旅
行
の
実
施
は
、
９
月
１

高
校
入
試
の
出
題
範
囲
の

変
更
の
検
討
や
本
県
の
小
・
中
・

高
等
学
校
の
修
学
旅
行
の
実
施

状
況
は
。

学
校
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

香川県立中央病院

日
時
点
で
、
日
程
や
泊
数
、
旅
行

先
な
ど
を
変
更
し
て
実
施
済
み

及
び
実
施
予
定
の
学
校
が
、
小
学

校
は
全
１
４
６
校
の
う
ち
１
1
２

校
、
中
学
校
は
全
65
校
の
う
ち
50

校
あ
る
。
日
程
は
、
日
帰
り
旅
行

へ
の
切
替
え
、
旅
行
先
は
、
県
内

に
変
更
し
た
学
校
が
多
く
、
県
立

高
校
は
、
９
月
中
旬
の
調
査
で

は
、
全
29
校
の
う
ち
９
校
が
実
施

予
定
、
19
校
が
検
討
中
、
１
校
が

中
止
を
決
定
し
て
お
り
、
今
後
の

感
染
状
況
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。

問答

■
経
済
委
員
会

常
任
委
員
会
だ
よ
り

10常任委員会だより

　
そ
の
ほ
か
、
移
住
・
定
住
の

促
進
、
郷
土
芸
能
の
振
興
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
文
化
芸
術
へ
の

支
援
、
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
対
す
る
啓
発
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
、
私
学
助
成
、
税
務
シ
ス
テ

ム
の
改
修
、
総
合
防
災
訓
練
、

災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
対

応
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
、
交
通
死
亡
事
故
ワ
ー
ス

ト
ワ
ン
か
ら
の
脱
却
な
ど
に

つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、食
品
ロ
ス
削
減
推

進
事
業
、
森
林
整
備
、
地
球
温
暖

化
対
策
、市
街
地
に
お
け
る
イ
ノ

シ
シ
対
策
、事
業
者
に
よ
る
適
正

な
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
、災

害
時
の
浄
化
槽
対
策
、セ
ア
カ
ゴ

ケ
グ
モ
対
策
、港
湾
等
し
ゅ
ん
せ

つ
工
事
処
分
地
、橋
梁
の
長
寿
命

化
修
繕
計
画
の
取
組
状
況
、流
域

治
水
対
策
、高
松
港
及
び
坂
出
港

長
期
構
想
、
公
共
事
業
の
進
め

方
、河
川
整
備
、総
合
評
価
方
式
、

さ
ぬ
き
市
内
の
県
道
整
備
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

空
き
家
対
策

海
ご
み・プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策

今
後
の
取
組
み
は
。

﹁
セ

ト

ウ

チ
・
ア

イ
・
ベ

ー

ス
﹂
の
開
館
時
間
は
、
午
前
10
時
か

ら
、
平
日
は
午
後
９
時
30
分
ま
で
、

土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
と

し
、
利
用
料
金
は
、
一
般
個
人
会
員

の
月
額
８
千
円
を
基
準
と
し
て
、

休
日
や
平
日
の
午
後
６
時
以
降
の

限
定
利
用
の
場
合
は
月
額
４
千

円
、
法
人
会
員
は
月
額
２
万
円
、
学

生
会
員
は
月
額
２
千
円
な
ど
、
利

拠
点
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
た
検
討
状
況
と
利
用
者
の
支

援
は
。

情
報
通
信
関
連
産
業
の
育
成・誘
致

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
多
様
な

プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。

　
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
は
、
民
間
事
業
者
の
力
を
活
用

し
、
起
業
・
創
業
、
新
規
事
業
の
立

案
の
支
援
等
、
拠
点
利
用
者
の
取

組
み
を
伴
走
支
援
す
る
た
め
、
新

規
オ
ー
プ
ン
時
の
集
客
確
保
に

向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
ほ

か
、
拠
点
利
用
者
の
確
保
や
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
構

築
に
向
け
た
行
動
な
ど
、
顔
の
見

え
る
存
在
と
し
て
活
動
を
展
開

し
、
拠
点
活
動
を
活
性
化
す
る
役

割
を
求
め
る
。

平
成
26
年
度
か
ら
27
年
度
の

実
態
調
査
で
、海
岸
漂
着
ご
み
は
約

１
８
９
ト
ン
、漂
流
ご
み
は
約
66
ト

ン
、海
底
堆
積
ご
み
は
約
千
ト
ン
と

推
計
し
て
お
り
、そ
の
後
の
調
査
で

大
き
な
変
動
は
な
い
。海
ご
み
対
策

は
海
岸
で
の
対
策
に
加
え
て
、発
生

源
の
山
、
川
、
ま
ち
な
ど
か
ら
の
ご

み
の
流
出
防
止
と
早
期
回
収
を
継

続
的
に
行
う
。

　
今
年
度
の
実
態
調
査
で
、再
商
品

化
事
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
除
く
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
量
は
分
別
収
集
量

の
約
８
割
に
と
ど
ま
り
、産
業
廃
棄

物
は
様
々
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
他

の
廃
棄
物
の
混
在
な
ど
で
リ
サ
イ

ク
ル
が
進
ま
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。処
理
実
態
を
詳
細
に
把
握
し
、

排
出
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の

課
題
を
明
確
に
し
て
、
今
年
度
中

に
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
解
決

策
を
検
討
す
る
。
不
法
投
棄
対
策

は
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
市
町
へ
の
補
助

の
ほ
か
、
効
果
的
な
普
及
啓
発
や

警
察
と
の
連
携
も
検
討
す
る
。

問答

グ
ル
ー
プ
制
は
、
意
思
決
定

の
迅
速
化
な
ど
の
効
果
が
あ
る
一

方
で
、
中
堅
職
員
の
管
理
能
力
が

育
成
さ
れ
に
く
い
な
ど
の
課
題
が

あ
る
ほ
か
、
職
員
の
年
齢
構
成
等

も
変
化
し
て
い
る
た
め
、
早
く
て

44
歳
程
度
で
あ
る
課
長
補
佐
へ
の

昇
任
年
齢
を
、
段
階
的
に
38
歳
程

度
へ
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
。

　
専
門
職
は
、
分
野
ご
と
の
プ
ロ

職
員
の
育
成
を
目
指
し
、
複
線
型

人
事
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、

グ
ル
ー
プ
制
の
課
題
と
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
は
。

効
果
的
な
組
織
運
営
体
制
の
構
築

今
後
、
給
与
制
度
も
含
め
、
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
に
つ
い

て
、し
っ
か
り
と
検
討
す
る
。

問答

問答

検
討
の
進
め
方
は
。

■
環
境
建
設
委
員
会

■
総
務
委
員
会

総務委員会の審査の模様環境建設委員会の審査の模様

９
月
に
第
１
回
琴
電
連
立

検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
交
通
渋

滞
や
踏
切
事
故
対
策
を
検
討
す
る

﹁
交
通
対
策
﹂、
高
松
市
中
心
市
街

地
の
地
域
分
断
の
解
消
や
、
サ
ン

ポ
ー
ト
高
松
の
都
市
拠
点
機
能
の

向
上
な
ど
を
検
証
す
る
﹁
ま
ち
づ

く
り
の
姿
﹂、
そ
の
方
策
や
評
価
手

法
な
ど
を
検
討
す
る
﹁
住
民
と
の

合
意
形
成
﹂
の
３
つ
を
論
点
と
し

て
整
理
し
た
。
今
年
度
末
開
催
予

定
の
次
回
委
員
会
で
課
題
の
確

認
、整
理
等
を
行
い
、令
和
３
年
度

琴
電
連
続
立
体
交
差
事
業

か
ら
委
員
会
で
具
体
的
な
検
討
や

検
証
を
行
い
、
令
和
４
年
度
末
を

目
途
に
一
定
の
結
論
を
得
た
い
。

問答
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ホームページのURL   https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/
この広報誌は、古紙配合率70％再生紙、また、
環境にやさしい植物油インクを使用しています。

「喜び」  観音寺第一高校3年　喜田 真尋さん
　この写真は、私が通っている観音寺第一高校で1952年から受け継がれている伝統であるデカン

ショを無事成功させて喜びと感謝を分かち合っている３年生の先輩方を撮影したものです。尊敬す

る先輩方を撮影したこの写真で賞を受賞できたことをたいへん光栄に思います。高校入学時から

続けてきたこの写真部としての活動も残りあとわずかとなります。一瞬一瞬を大切にしてこれから

も自分にも、人にも認めてもらえ、良いと思ってもらえるような写真を撮っていきたいと思います。

　「高校生フォトコンテスト」の
入賞作品のうち、県議会議長
賞を各号の表紙としてお届け
し、広報委員長賞及び佳作を
誌面でご紹介します。
　入賞者の言葉とともに高校
生の視点で捉えた「香川」のあ
れこれをお楽しみください。

今月の表紙

高校生フォトコンテスト広報委員長賞
「祭り」 撮影者：坂出商業高校2年 貴田 紅麗さん

香川県議会ホームページで公開されている本会議や委員会の生中継や録画配信
は、スマートフォンやタブレットでも視聴できます。

議会インターネット中継実施中！！

県内外の在住外国人や高齢者、視覚障害者など、紙面による広報誌が読みにくい方々に幅広く議会情報を
提供するため、多言語に対応し、音声読み上げ機能を備えた電子書籍版広報誌を配信しています。

多言語対応電子書籍で配信中！多言語対応電子書籍で配信中！

決算行政評価
特別委員会を設置（14名）
委員長  花崎  光弘　　　 副委員長  松岡  里佳

委　員  秋山  時貞 　 鏡原  慎一郎  白川  和幸

　　　  岡野 朱里子　米田  晴彦　  松本  公継

　　　  氏家  孝志　  高木  英一　  谷久  浩一

　　　  広瀬  良隆　  山田  正芳�  辻村  修　

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/
       pref_kagawa/WebView/rd/council_1.html

香川県議会インターネット中継アドレス

アプリダウンロード
QRコード

ブラウザ版URL

https://www.catapoke.com/

iOS Android

高校生フォトコンテスト 佳作 
「ナイスモデル！」 撮影者：坂出高校2年 真光 芽生さん

高校生フォトコンテストを次のとおり実施します。
私だけの香川 私の見つけた香川 元気が出る香川

高校生フォトコンテスト実施 !!第12回

詳しくは、県議会のホームページをご覧ください。
【ホームページアドレス】

https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/

テーマ

令和2年12月1日（火）～令和3年1月31日（日）募集期間

香川県議会ホームページからもリンクしています▶▶

【閲覧方法】スマートフォン・タブレット端末用アプリ「カタログポケット」（無料）をインストールしてご覧ください。
　　　　　また、パソコンのブラウザでも閲覧可能です（ブラウザによっては音声読み上げの機能が非対応） 。

【機能】・９言語（日本語、英語、韓国語、中国語（簡体・繁体）、

　　　  タイ語、ポルトガル語、スペイン語、

　　　  インドネシア語） による音声読み上げ機能

         ・拡大表示や翻訳文書を表示する

　　　  ポップアップ機能

（文章は令和2年1月応募時のものです。）


